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東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議の概要

東日本大震災を踏まえ、運命を共にする中部圏の国、地方公共団体、学識経験者、地元経済界等が幅広く連携し、
東海・東南海・南海地震等の巨大地震に対して総合的かつ広域的視点から一体となって重点的・戦略的に取り組む
べき事項を「中部圏地震防災基本戦略」として協働で策定し、フォローアップしていきます。

東海・東南海・南海地震対策
中部圏戦略会議

・地震・津波災害に強いまちづくり検討委員会
・防災拠点のネットワーク形成に向けた検討会
・中部地方幹線道路協議会
・港湾地震・津波対策検討会議 等

地震・津波対策アドバイザリー会議

第１回平成23年11月25日
第２回平成24年10月11日

事務局：中部地方整備局

中部圏（５県）市町村（１８９）

第２回 平成23年12月26日

第１回 平成23年10月4日（設立）

● 座長（奥野信宏 中京大学教授）
◆ 学識経験者
■ 国の地方支分部局
■ 地方公共団体
■ 経済団体
■ ライフライン関係団体等

中部圏地震防災基本戦略【中間とりまとめ】

平成23年12月27日公表

第３回 平成24年11月5日予定

中部圏地震防災基本戦略【最終とりまとめ】

分野別検討会

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議

【修正のポイント】

◆連携１０課題の成果を施策に反映
具体化のためアクションプランの策定



東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議の構成員

平成24年10月現在

合計 122構成員



各機関の緊密な連携なくしては達成が難しく、かつ緊急に対処すべき課題を「優先的に取り組
む連携課題」として選定し、重点的に取り組むことにより基本戦略を推進する。

１．災害に強いものづくり中部の構築（中部経済産業局）

～企業防災・減災と地域連携ＢＣＰの普及促進～

２．災害に強い物流システムの構築（中部運輸局）
～多様な輸送モード・ルートの検討等～

３．災害に強いまちづくり（中部地方整備局）

４．情報伝達の多層化・充実と情報共有の強化（東海総合通信局）

５．防災意識改革と防災教育の推進（三重県）

６．確実な避難を達成するための各種施策の推進（静岡県）

７．防災拠点のネットワーク形成に向けた検討（中部地方整備局）

８．道路啓開・航路啓開等のオペレーション計画の策定（中部地方整備局）

９．災害廃棄物処理のための広域的連携体制の整備（中部地方環境事務所）

１０．関係機関相互の連携による防災訓練の実施（中部管区警察局）

※（ ）内は、幹事機関

基本戦略の推進に向けて【優先的に取り組む連携課題】



災害に強いまちづくり

基本戦略の推進に向けて【優先的に取り組む連携課題】

H24.4.11

第1回

H24.8.24

第2回

平成24年度
末

第６回

三重大学大学院工学研究科 准教授 浅野 聡
静岡大学防災総合センター 准教授 牛山 素行
名城大学都市情報学部 准教授 柄谷 友香

◎名古屋大学大学院環境学研究科 教授 福和 伸夫
中部大学大学院工学研究科 准教授 松山 明
名古屋大学大学院環境学研究科 准教授 村山 顕人
社団法人中部経済連合会 常務理事
独立行政法人都市再生機構中部支社 都市再生業務部長
岐阜県 都市建築部長
静岡県 交通基盤部長
愛知県 建設部長
三重県 県土整備部長
静岡県沼津市 市長
静岡県吉田町 町長
愛知県東海市 市長
愛知県田原市 市長
三重県尾鷲市 市長
三重県南伊勢町 町長
中部地方整備局 局長
中部地方整備局 企画部長
中部地方整備局 建政部長

市町村が地震・津波災害に強いまちづくりを目指した計画立案や整備実施を行う際の着目点・留意点について、整備メニューや
コスト、スケジュール等を踏まえた「地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン（仮称）」を策定し、各市町村の地震・津波災害に
強いまちづくりへの取組みを促進。

＜検討委員会＞

①先進的取組市町の報告
②地震・津波災害に強いまちづくりに係る現状・課題

③地震・津波災害に強いまちづくりの推進に向けた基本的な考え方
・ 地域特性(中部)、土地利用、限界の認識、住民との連携、時間軸、

整備目標、コスト、ハード・ソフト等

④モデル地区の選定・まちづくり計画（案）の検討
（モデル地区案）：三重県尾鷲市、静岡県吉田町、愛知県東海市

⑤各モデル地区の現地調査・まちづくり計画（案）の作成
・ 災害に強いまちづくり計画（案）

⑥基本的な考え方やモデル地区での検討を通して中部圏の市町村
の参考となるポイントの整理

⑦地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン（中間とりまとめ）
・ 災害に強いまちづくりを計画・実施する上での参考となる事項
※災害に強いまちづくりの検討の進め方
※地域条件による災害に強いまちづくり計画（案）の例示

平成２５年度
「地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン」の策定

＜地震・津波災害に強いまちづくり検討委員会の進め方＞

＜第1回検討委員会＞ ※）◎は委員長

＜検討すべき視点の整理＞

H24.10.9

第３回

H24.11.20

第４回

H24.12.3

第５回

地震・津波災害に強いまちづくり検討委員会



広域防災拠点配置（案）

50 100km0

三の丸地区
名古屋飛行場

名古屋港
静岡県庁

静岡空港

高速道路等

鉄道（ＪＲ）

東海道新幹線

私鉄（主要路線）

貨物取扱駅

※路線はイメージ図

県防災拠点

15ha以上のオープン
スペースを有する施設

司令塔本部機能

高次支援機能
・広域防災拠点の支援
・広域災害対策活動の拠点

拠点配置範囲
（半径概ね5km）

SA・PA

基幹的広域防災拠点

広域防災拠点

静岡県が拠点を検討中

中部圏広域防災拠点配置案

防災拠点のネットワーク形成に向けた検討 【推進体制】 幹事：中部地方整備局

基本戦略の推進に向けて【優先的に取り組む連携課題】



第１回
(5/10)

①防災拠点のネットワーク形成にむけた検討会設立
②防災拠点ネットワークの現状と選定手法を確認

③東日本大震災における広域防災拠点の状況を整理
④中部圏における広域防災拠点の状況を整理

事務局
(６月)

⑤各防災拠点の機能を踏まえた広域防災拠点候補エリアの設定
第２回

(7/25)

⑥広域防災拠点（案）の考え方を整理
⑦拠点の階層構造の必要性についての整理
⑧拠点の役割・機能と必要な施設・設備の整理
⑨必要面積、整備箇所数、候補地を検討

事務局

⑩ 広域防災拠点の配置（案）の検討
第３回
（10/2）

中部圏地震防災基本戦略に位置づけ

中部圏広域防災ネットワーク整備計画の策定
（平成25年3月）

• 内閣府、関係自治
体、施設管理者等
と調整

• 学識者等から助言

具体的な施設の整備方
針（案）の策定

・整備優先度
・整備手法等
・施設の平常時利用
・首都機能のバックアップ等

検討会としての広域防災拠点配置（案）の策定

検 討 会
【これまでの検討内容】

これまでの検討内容と今後の予定

【今後の予定】



道路啓開・航路啓開等のオペレーション計画策定

【推進体制】 幹事：中部地方整備局
○道路啓開：「中部地方幹線道路協議会」
○航路啓開：中部地方整備局、第四管区海上保安本部他
○排水計画:中部地方整備局、東海農政局他

【検討スケジュール】
○道路啓開：平成24年3月1日に公表
○航路啓開：平成24年3月取りまとめを実施
○排水計画：平成２４年度内を目途に取りまとめを実施

基本戦略の推進に向けて【優先的に取り組む連携課題】

航路啓開、港へのアクセス道路
の啓開、排水計画の連携

○道路啓開のオペレーション計画

○航路啓開のオペレーション計画

○道路啓開、航路啓開、排水計画の連携を

イメージした上でオペレーション計画を策定

○排水のオペレーション計画

STEP2

STEP2

STEP3

STEP3STEP3

STEP3

愛知県

STEP1

EP1

P1
は緊急支援物資等の
海上輸送ルートをイメージ



常滑

知多

１号

音羽蒲郡

２３号

三河港

豊田IC１５５号
豊明IC

１号

２２号

桑名東IC

みえ川越IC

四日市港

中央自動車道

津

２３号

２５号

１号

２３号

津IC

２３号

４２号

伊勢多気IC

伊勢IC

衣浦港

３０２号

２５号

亀山IC

近畿自動車道関伊勢線

新名神高速道路

近畿自動車道名古屋亀山線

愛知県三重県

静岡県

玉城IC

白子港

千代崎港

宇治山田港

鳥羽港

河和港

吉田港

東幡豆港

倉舞港

泉港
馬草港

桑名港

的矢港

松阪IC

久居IC

岐阜

冨具崎港

内海港

津松阪港

２３号

常滑港

名古屋港

師崎港

福江港

２３号

２５８号

名古屋

蟹江IC

いが

関宿

浜松

磐田

三ヶ日

三ヶ日JCT

豊川

浜松いなさJCT
浜松いなさ

浜松浜北

掛川

菊川

森掛川

袋井

豊田東JCT

東海環状自動車道

新名神高速道路

既存ネットワークのチェックと強化

既存のネットワークで
・復旧・支援ルートを抽出

・今後、耐震の状況等を確認し対策を進
め、復旧・支援ルートの強化を実施

海溝型地震による津波に備えるルート
（愛知県）

名古屋第二
環状自動車道

新東名高速道路

新東名高速道路（４月１４日開通予定）

浜松西

浜松ＳＡ

掛川ＰＡ

浜名港

中部国際空港

東名高速道路

名古屋西JCT

名古屋南IC

伊良湖港

東海環状自動車道

三遠南信自動車道

三遠南信自動車道（鳳来峡ＩＣ～ 浜松
いなさ北ＩＣ）（３月４日開通予定）

早期復旧支援ルート確保手順（中部版 くしの歯作戦）の設定
東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議
中部地方幹線道路協議会



■平成２４年３月１３日(火) 9:30-12:00   想定地震；東海・東南海・南海地震が同時発生。

■戦略会議を構成機関など７０団体、約1,000名、災害対策車両150台、航空機15機、船舶13隻が参加し、管内8箇所において実施。

■訓練は、本部における情報共有、ＴＶ会議（内閣府・県・大学）、道路・海上啓開、緊急物資輸送、排水ポンプ車による排水、

広域支援部隊等のヘリ輸送、広域支援基地の設置などを実施。

・被害状況把握訓練
・漂流者救助・搬送訓練
・海上啓開訓練
・緊急物資輸送訓練
・油回収訓練
・排水訓練
・ライフライン復旧訓練

名古屋港

中勢ＢＰ（国道２３号）
・道路啓開訓練（災害対策車、建設業
者参集）
・避難訓練（道路法面）

河川環境楽園
・広域支援基地の設置
・災害対策車の集結・出動訓練
・各務原市から救援物資輸送訓練

・訓練参加機関相互の情報共有
・現地の被災状況（映像情報）の確認
・内閣府とのTV会議
・岐阜県、静岡県、三重県とのTV会議
・大学とのTV会議
・広域支援に関するTV会議（九州地方整備局）

中部圏戦略会議 訓練本部
・中部圏戦略会議訓練本部とのＴＶ会議
内閣府
岐阜県庁、静岡県庁、三重県庁
静岡大学、名古屋大学、三重大学
九州地方整備局

・緊急物資輸送訓練
県、物流事業者・団体、中部運輸局による物

流本部設置（岐阜・静岡県庁内）

内閣府・県庁・大学等

日 時： 平成24年3月13日（火）9:30～12:30
想定地震： 東海・東南海・南海地震が同時に発生

新東名高速道路
駿河湾沼津ＳＡ

・ＳＡでのヘリ離発着訓練
・広域支援部隊の輸送訓練
・道路啓開訓練（災害対策車、建設
業者参集）
・緊急物資輸送訓練
・衛星携帯を使った通信の確保

・ＳＡでのヘリ離発着訓練
・広域支援部隊の輸送訓練
・道路啓開訓練（災害対策車、建設業者参集）

新東名高速道路
静岡ＳＡ

・ＳＡでのヘリ離発着訓練
・広域支援部隊の輸送訓練

・道路啓開訓練（災害対策車、建設
業者参集）

新東名高速道路
浜松ＳＡ

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議 地震・津波防災訓練の実施

関係機関相互の連携による防災訓練の実施



訓練本部

【参集状況】

【内閣府とのTV会議】 【津川政務官道路啓開指示】 （浜松SA）

新東名高速道路

【広域支援部隊の輸送訓練】 （駿河湾沼津SA）
【道路啓開車両集合】

【漂流者救助・搬送訓練】

【海上啓開訓練】

中勢ＢＰ（国道２３号）

【避難訓練（道路法面・松阪市）】

河川環境楽園

【緊急支援物資空輸】 【災害対策車受入訓練】

名古屋港

【道路啓開訓練（津市）】

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議 地震・津波防災訓練の実施状況



防災対策に関する中部地整の取り組み

○防災関係の局内調整会議の開催（毎週開催）

局長をはじめ整備局幹部がメンバーとなった防災関係の局内調整会議を毎週開催し、防災対

策の課題に対する対応方針の決定、進捗状況のフォローアップ、各部が行っている防災対策に

ついての情報共有等を実施。

中部地方整備局では、中部圏戦略会議の開催、防災対策を推進するため防災関係の局内調整会
議の開催、災害対応の反省点を踏まえた災害対応手順書の見直し、広報の充実など様々な取り組
みを実施。

○災害対応の反省点等を踏まえた見直し

実際の災害対応や防災訓練実施後に明らかとなった課題と対応方針を取りまとめ、災害対応

手順書や本部体制の見直しなどを随時実施。

○広報の充実

中部地整の災害対応を周知するため、広報班の設置、広報用パンフレットの作成、防災情報

ポータルサイトの開設などを実施。

○その他

・東日本大震災を風化させないため自治体庁舎や防災訓練時にパネル展示を実施。

・職員の能力向上の一環として、学識者を招いた南海トラフ巨大地震勉強会の開催（６回）など・・・
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